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まえがき

　一般相対性理論のテキストは数多くありますが，Diracのものはそのミ
ニマムエッセンスをスモールステップでまとめていて，無駄を省いた簡明

さに特徴があります。その圧縮された表現のゆえに読み解いていくのも決

して簡単ではありませんが，一般相対性理論を本格的に学ぼうとするのな

らば，どんなテキストでも読み進めるのにはそれなりの「執念」が必要な

ものです。私も一度挫折して放っておいたDiracを，他の何冊かのテキス
トで独習した後に再度手にして何とか読めるようになったのですが，改め

てその簡明さに感心しました。

　決して厚いとはいえないDiracのテキストには，必要にして最小限の内
容がコンパクトにおさまっています。力のある人ならば，Dirac自身のま
えがきにもあるように，「最小の時間と労力でもって，一般相対性理論の

もっともわかりにくいところを突破し，興味のわいた問題の専門的な研究

にはいってゆくことができるようになる」ことでしょう。ゼミなどで使う

には手ごろなねだんと厚さかもしれません。しかし，初めて本格的な一般

相対性理論の学習にとりくもうとする人には，ちょっと手助けがほしくな

るところがかなりあります。

　本書は Diracの「一般相対性理論」（江沢　洋訳，東京図書）を私が四
苦八苦して学んだ跡をそのまま解説書としてまとめたものです。経験上人

に教えようとするときに自分の理解も最も深まるものです。この作業を自

ら課すことで，学習のはずみをつけようかなと都合のいいことを考えて書

き始めて，何度かつまづきながらも何とか完結を見ることができました。

正直のところ私自身「読破した」とはいいきれず，Dirac書の簡明さを台
無しにしてはいないかとの不安もありますが，いつかどこかでテンソル解

析とリーマン幾何学の高い障壁を前に，挫折しそうになっている人たちに

対してちょっとした手助けにでもなればと思っています。

高橋　善樹　

2007年 1月 24日
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